
令和２ 年度 1月 SSH 活動記録 

SSH 探究Ⅱ 英語プレゼンテーション 講座（202１ .1.20.）                               

 1 月 29 日に行われる SSH 生徒研究発表会に向

けて英語口頭発表及びポスター発表の７グルー

プ、34 名が英語プレゼンテーション講座を琉球

大学で受講した。生徒たちは琉球大学大学院生

Dr. Andrea Renzetti から講義を聴いた後、各グ

ループ英語発表をし、Dr. Andrea Renzetti からア

ドバイスをいただいた。生徒たちは、英語プレゼ

ンテーションにおいて必要な技術等を学び、今後

の実践に活かせる練習となった。

   

 

サイエンス ダイアログ（202１ .1.27.）                        

１月 27 日に 2 年理数科を対象にしたサイエン

スダイアログを本校体育館にて実施しました。講

師として沖縄科学技術大学院大学 （OIST）より

Dr. Mirco DINDO（イタリア）にお越し頂きまし

た。研究分野は生物系科学・構造生物化学および

その関連分野で、主に酵素やタンパク質について

「" How does Enzyme work?" 」というテーマでご

講演いただきました。 

   

 

  球陽 SSH 生徒研究Web 発表会（202１ .1.29.）                    

1 月 29 日に球陽 SSH 生徒研究 Web 発表会を

行いました。ポスター発表では、密集を避けるた

めに、学年で発表を聞く時間を分けたり、記念講

演や口頭発表は Zoom を用いて双方向のやりとり

ができる工夫を凝らしました。生徒達もＩＣＴ機

器を使いこなしながら上手く発表ができ、例年よ

り多くの質問が飛び交うなど、活発なディスカッ

ションが行われました。 

   



第３ 回運営指導委員会（202１ .1.29.）                        

1 月 29 日第３回の運営指導委員会を行いまし

た。今年度の生徒達の探究活動については「毎

年、内容もスキルも向上していて素晴らしい」と

コメントをもらいました。また、結果の検証がさ

らにできることで研究が深まるなどのアドバイス

も頂きました。 

＜前年度より向上した点＞ 

 ・テーマの焦点化、深さがあった 

 ・方法の検証ができていた 

 ・教員側の意見に対して「なんで？」と打ち返

してくる姿勢 など 

＜課題点＞ 

 ・目的をベースにしながらテーマを俯瞰すると

さらに広がりのある研究が展開できる 

 ・大学とコラボした研究をもっと増やしていき

たい  など 

 


